
科⽬ナンバー  RMGT1312S 

科⽬名  企業リスクガバナンス  

担当教員  ⽊村 敦,⼭添 謙,⼯藤 聡⼀,美濃輪 正⾏,中村 良,福⽥ 弥夫,勝股 秀通,⽥ 昌⽲,上野
⼭ 晃弘,⼭下 博之,永沼 淳⼦,福⽥ 充 ,先﨑 彰容  

対象学年  1年  開講学期  後期  

曜⽇・時限  ⽊１  

講義室  1310  単位区分  必  

授業形態  講義  単位数  2 

科⽬⼤分類 専⾨  

科⽬中分類 専⾨基幹科⽬
 

科⽬⼩分類 専⾨基礎  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■DPコード - 学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関係
  DP1-E  [学識・専⾨技能] 専⾨分野にかかる理論知と実践知を獲得し利⽤することができ
る。
  DP4-I  [理解⼒・分析⼒] ⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選択、
分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。
  DP-6K [表現⼒・対話⼒] ⽂章及び⼝頭で、⾃らの考えを的確に表現し、他者に過不⾜なく伝
達することができる。
■CRコード - 学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック (CR) との関連
  B1  ⾃⼰啓発 (10％) 
  E1  学識と専⾨技能 (40％) 
  I1/I3  理解・分析と読解、情報分析 (20％) 
  K1/K2  ライティングコミュニケーション、オーラルコミュニケーション (20％) 
  M1  統合的・応⽤的学修 (10％)     

教員の実務経験
  各回の授業を担当する教員それぞれの実務経験などを踏まえ、「企業キャリア」の業務の特
性に対する理解を深めることができるよう、実務的な視点を交えながら⽀援したいと考えてい
ます。（第２回〜第１４回）  

成績ターゲット区分 2  進⾏期 〜 3  発展期  

科⽬概要・キーワード

  危機管理学部は、現代社会が求める、危機管理に必要な知識、技能、マインドをもった⼈材
を社会の各層に送り出す使命をもっています。例えば⼤規模⾃然災害を念頭に置くと、救急対
応や治安維持、⽣活再建や復旧復興などの局⾯で、国及び地⽅の⾏政（公務員）が連携しつ
つ、その対応に当たることになります。その⼀⽅で，鉄道等の運輸機関、電⼒等のライフライ
ン、影響を受け得るメーカー等の企業は、⺠間レベルでも危機管理を⾏っていくことになりま
す。むろん⾏政と企業とが協調することは重要ですが、この両者は、それぞれ⽬的と根拠法が
異なることも確かです。そこで危機管理学部では、２年進級時，「⾏政キャリア」または「企
業キャリア」を選択し、それぞれの業務の特性をしっかりと理解したうえで、皆さんが社会で
業務に当たれるように配慮しています。本講は、皆さんが必要かつ⼗分な情報をえて⾃⾝の将
来展望を明確に持てるよう、「企業キャリア」において⾏われる危機対応＝リスクガバナンス
を体系的に理解し、また「企業キャリア」の業務において必要とされる学識等と専⾨科⽬の対
応関係を把握することを⽬的とします。
授業は講義により⾏います。なお、対応するコンピテンスに基づき効果的な授業⽅法として、
⼜は各授業を補完・代替するためオンライン授業を⼀部取り⼊れる場合があります。
キーワード:企業、キャリア、リスクガバナンス  

タイトル「2023年度危機管理学部(公開⽤)」、フォルダ「危機管理学部」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業の趣旨

■副題
  2年次以降の体系的な学修プラン構築のために、⾃らキャリアプランおよび領域の選択ができ
るための知識・技能を培い，態度を養成します。
■授業の⽬的
  企業活動の特徴を踏まえ，企業における危機対応（リスクガバナンス）を体系的に理解する
ための基礎知識を学びます。また、企業における危機管理を具体的に想定し、そこで必要とさ
れる学識や技能等と領域ごとの学修内容との対応関係を把握するための基礎知識を学びます。
■授業のポイント
  本科⽬では、第２回〜第１４回授業において、毎回異なる教員がそれぞれの専⾨分野につい
て、４つの領域や実務経験などを踏まえて講義を⾏います。  

総合到達⽬標

■授業を通して各⾃の将来展望を明確化し、キャリアプランの選択及び学修領域の選択を適切
に⾏うことができる。
  ・企業キャリアにおいて⾏われる危機対応を理解し、企業キャリアを選択すべきか判断する
ことができる。（第２回〜第１４回）
  ・主専攻・副専攻とすべき領域を適切に選択し、選択領域における学修計画を⽴案すること
ができる。（第２回〜第１４回）  

成績評価⽅法

■授業参加度（100％）︓適⽤ルーブリック B1・E1・I1/3・K1/2・M1
（評価の観点）各授業回で実施する「リアクションペーパー」または「振り返りシート」につ
いて、キャリアと領域における学修内容を考察し、⾃らの考えを具体的に述べているかを評価
します。    

履修条件 なし。  

履修上の注意点 必修指定されている意味を考え、2年次以降の学修がより豊かになるよう主体的に授業に臨ん
でほしい。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ
「企業リスクガバナンス」のガイダンス（⼭添 謙）
②授業概要
 危機管理学部のカリキュラムにおける「キャリア・プラン」に関する説明を聞き、企
業キャリアと⾏政キャリアの違いについて説明できる。社会における「企業」の位置づ
けと、企業と社会のかかわりについて説明できる。
③予習（120分）
 「企業リスクガバナンス」のシラバスを読み、授業内容に⽰される単語の意味を調べ
る。
④復習（120分）
 「企業リスクガバナンス」の担当教員の担当科⽬のシラバスを読み、企業キャリアに
関連する学習内容を例⽰する。

2

①授業テーマ
働き⽅の哲学 働くことの意味について考える（上野⼭ 晃弘）
②授業概要
 キャリアおよび領域選択に備えて、「働くことの意味」について考える。今回は、ま
ず危機管理学部のカリキュラムや卒業⽣（就職者）のメッセージを紹介したうえで、参
考図書『働き⽅の哲学』の第4章「働く意味について」を中⼼に取り上げ、⽬標と⽬的、
動機、⾃⼰実現等の観点から「働くことの意味」について⾃⼰分析・考察を深める（E1,
I1, K1）。そのことにより、将来危機管理パーソンとして企業で活躍するための知識・
技能・態度を修得することが今回の⽬的である。事前学修に基づくアクティブラーニン
グも積極的に⾏う予定である。（参考図書︓参考図書︓村⼭昇『働き⽅の哲学 360度
の視点で仕事を考える』ディスカヴァー・トゥエンティワン、2018年）
③予習（120分）
 事前に配布するワークシートに取り組み、働くことの意味について考察する。
④復習（120分）
 授業内容をふりかえり、ワークシートの内容について⾃⼰分析・考察をさらに深め
る。

3 ①授業テーマ
企業リスクとリスク認知（⽊村 敦）
②授業概要
 企業のリスクマネジメントに関わる様々な意思決定には⼈間の⼼理が影響を及ぼすこ
とについて、企業不祥事等の事例を挙げながら説明できる。リスク認知の特性について
研究例や⾃⾝の⽇常⽣活における体験例を挙げながら説明することができる。
Keywords: リスク認知、 楽観バイアス、 平均以上バイアス、 ステレオタイプ
③予習（120分）
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 事前に配信された授業⽤アンケートに回答する。また,当該授業回の配布資料を事前に
ダウンロードし、資料に記載されている参考書・URL等を参照して資料空欄に当てはま
る⽤語等を記⼊する。
④復習（120分）
 授業ノートを確認し、当該授業の学習内容について⾃分の⾔葉で概略を述べるととも
に、⽇常⽣活例や発展研究例など⾃分なりの説明をノートにまとめる。

4

①授業テーマ
企業におけるリスクコミュニケーション（福⽥ 充）
②授業概要
 企業のリスクガバナンスにおいて、広報と広聴の機能を備えたリスクコミュニケーシ
ョンは極めて重要な活動となる。企業のリスクコミュニケーションが対象にする領域は
企業活動に関わるあらゆる領域を含むものとなり、さらにリスクコミュニケーションと
クライシスコミュニケーションの両⾯をカバーしなければならない。企業のリスクコミ
ュニケーションについて具体的かつ理論的に考察する。
③予習（120分）
 参考書、福⽥充『リスクコミュニケーション』（平凡社新書）の1章・2章・3章を読
む。
④復習（120分）
 授業で紹介した企業のリスクコミュニケーションに関する複数の案件について、情報
収集してその対応策の問題点と改善策を考える。

5

①授業テーマ
危機（リスク）を⾃分事として考える（勝股 秀通）
②授業概要
 危機管理学部の卒業⽣として社会から求められる資質の⼀つは、様々な危機（リス
ク）を遠い世界の話（他⼈事）として受け⽌めるのではなく、⾃分や⾃分の所属する組
織（企業）にはどのような意味があるのか、直⾯する危機に対して何ができるのか、何
をしなければならないのか、その⽬的は、といったことを常に考えることです。そのた
めには、新型コロナの感染拡⼤やロシアによるウクライナ侵攻、新疆ウイグルにおける
⼈権侵害、クーデター後のミャンマーなどを事例に、企業がどのような対応を講じてい
るのかを学ぶことを通じて、危機を⾝近な問題、いわゆる⾃分事として捉え、対応の必
要性について理解することができるようになる。
③予習（120分）
 クラスルームを通じて１週間前に配布する新聞記事（PDF）（約20枚）をよく読み、
危機に際して企業が講じた対応とその⽬的について、理解しておく。
④復習（120分）
 授業の内容を振り返り、危機（リスク）に際して企業が取った対応と⽬的をきちんと
確認する。

6

①授業テーマ
企業におけるリスクマネージメント（中村 良）
②授業概要
 企業のリスクマネージメントの⽅法（予防⽅法・事後処理⽅法）について、企業不祥
事事例を⽤いて学修し、⾃分の⾔葉で企業リスクマネージメントの全体像を説明できる
ようになると共に、領域選択・キャリア選択との関係を説明できるようになる。
③予習（120分）
 事前に提供する資料を読み込んで⾃分の意⾒をまとめておくこと。
④復習（120分）
 講義やグループワークでの議論から得た知識や気づきを⽤いて⾃分の意⾒を修正・ブ
ラッシュアップしておくこと。

7

①授業テーマ
⽇常⽣活のルール「⺠法」は企業活動で役に⽴つのか（永沼 淳⼦）
②授業概要
 私⼈間の経済活動と家族関係を規定する⺠法は、企業活動と直接関係がないようにも
思える。そこで、企業活動を⽀える様々な「契約」について概観することで、⺠法と特
別法の関係について理解し、4領域と企業キャリア及び⺠法の関係について説明できるよ
うになる。
③予習（120分）
 事前に配信する資料に⽬を通し、企業活動と契約の関係について理解する。
④復習（120分）
 授業資料を⾒直すとともに、授業内で紹介した判例について、裁判所のホームページ
から判決⽂を確認し、「事案の概要」・「争点」・「それに対する裁判所の判断」に分
け、ノートを作成する。

8 ①授業テーマ
JAL，ANAだけじゃない，航空キャリアの広がりと危機管理（⼯藤 聡⼀）
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②授業概要
 滑⾛路からダイナミックに舞い上がる⾶⾏機をみて，ワクワクしない⼈はいるでしょ
うか。⾶⾏機の窓からみえる景⾊の雄⼤さ，旅先での特別な時間を想起して，夢のある
「航空」を，職業として考える⼈も少なくないと思います。本講義では，航空会社総合
職や客室乗務員に限らず，この社会で壮⼤なエコシステムを構成している広い意味での
航空業界，そしてそこでのキャリアの可能性に着⽬します。担当教員の開講科⽬であ
る，ロジスティクス論，企業取引と法（ロジスティクス法），事故責任法制との関連を
含め，航空と危機管理の学びのつながりについても，俯瞰することにします。なお，職
業としての航空に興味のない⼈にも，ビジネスモデルの相互連関やキャッシュポイント
の考え⽅など，社会⼈として知っておくべき内容を伝えられるよう⼯夫します。
③予習（120分）
 中期、⻑期での社会経済情勢の変化を予想しながら，⺠間企業で働くことをイメージ
し，⾃分という存在は社会にどう位置付けられそうか，考えてみよう。特定の業界・企
業を想定し，⾃分のストロングポイントとからめて「志望動機」を２００字で書いてみ
よう。
④復習（120分）
 授業で取り扱った内容をまとめ，⾃分の志望する業界とその隣接業界の「業界地図」
を書いてみよう。意中の企業における志望部⾨で求められるキャリア要素を抽出し，現
在の⾃分との隔たりをどう埋めるのか，ロードマップを書いてみよう。

9

①授業テーマ
災害マネジメントと企業キャリア（⼭下 博之）
②授業概要
・災害時に企業が受ける被害とその予防策について、災害クロスロードの⼿法をもとに
ワーク形式で検討します。
・検討を通じて、災害マネジメント領域の学びと企業キャリアとの接点に関する気づき
を得るとともに、気づいた点を説明できるようになる。
③予習（120分）
 事前学習⽤に資料（新聞記事、雑誌等のコピー）を配信する。この資料をあらかじめ
読み、過去に発⽣した災害事例における企業の被害や対応について確認する。
④復習（120分）
・ポータルシステムで災害マネジメント領域の科⽬のシラバスを確認する。
・特に授業概要から各科⽬における企業キャリアとの関わるキーワードを⾒つけ、科⽬
ごとにキーワードを整理したノートを作成する。

10

①授業テーマ
企業活動と保険の役割（福⽥ 弥夫）
②授業概要
 企業が経営を続けて⾏く中で重要なことにリスクへの対応がある。この授業では、企
業が直⾯するリスクには具体的にはどのようなものがあるのか、そしてそのリスクに対
して、実際にどのような対応をしているのかを学ぶ。対応⽅法の中でも、特に保険を利
⽤したリスクへの対応を中⼼に学ぶこととする。
③予習（120分）
 事前に提供する資料を読み込んでおくこと
④復習（120分）
 企業における損害保険の役割を中⼼に復習する。

11

①授業テーマ
観光ガバナンス（⽥ 昌⽲）
②授業概要
 観光をめぐるガバナンスについて国内外の先⾏研究をレビューし、その動向や特徴、
未来観光のあり⽅を考察する。また、効果的な観光ガバナンスの論点から持続可能な観
光への政策や戦略について⾃分の⾔葉で分析を試みる。
③予習（120分）
 授業で学ぶシラバスの内容を読み、観光ガバナンスに関連した最近のニュースや新聞
記事、論⽂などを読む。
④復習（120分）
 授業内容について復習するとともに、興味のある観光ガバナンスの事例について調べ
る。

12 ①授業テーマ
気候危機とビジネス（⼭添 謙）
②授業概要
 地球温暖化を背景にした「気候危機」について説明できる。SDGｓをはじめ、企業の
社会的責任について説明し、また「気候危機」に企業が備えるべき事項を提⽰できる。
さらに、危機管理学部における「気候危機」に関する科⽬の関係を説明できる。
③予習（120分）
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 地球温暖化と気候危機との関係について、事前に提⽰するキーワードに基づいて調査
をする。
④復習（120分）
 気候危機に関係する業務について、業種を挙げて説明する。

13

①授業テーマ
企業と国境（先﨑 彰容）
②授業概要
 新型コロナ禍や露ウ戦争から明らかなように、企業のグローバルな営利活動は、否応
なく国家の政治外交活動からの影響を受けることになる。本講義では、「グローバル
化」という時代趨勢のなかで、たとえば「経済安全保障」や「デカップリング」といっ
た⾔葉が、近年、頻繁に使⽤されるようになった状況をふまえ、これら基礎的概念の意
義を説明しつつ、同時に現代社会における企業活動の現状を把握することにしたい。
③予習（120分）
 「グローバル化」という概念から想起される事案について、調べ、イメージを持って
おくこと。
④復習（120分）
 講義内で配布した資料に基づき、企業と国家の関連性を「グローバル化」の視点から
把握し直す。
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①授業テーマ
企業における情報技術にまつわるリスクとそれらの管理（美濃輪 正⾏）
②授業概要
 企業ではどのように情報技術が活⽤されているのか，その位置付けを整理した上で，
情報技術にまつわる企業のリスクを導出する。リスクをいくつかのカテゴリに分類し，
企業がどのように対応しているか，いくつかのケーススタディを取り上げる。本授業に
よって，情報技術の視点から企業活動における危機管理を俯瞰する。
③予習（120分）
 企業がどのように情報技術を活⽤しているのか，具体的な情報サービスやシステムの
⽬的，期待する効果，課題点，解決策について，２つケースを挙げる。
④復習（120分）
 企業が情報技術を活⽤して，成功したケース，失敗したケースを，各々２つ挙げる。
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①授業テーマ
「企業リスクガバナンス」のまとめ（⼭添 謙）
②授業概要
 本授業で取り上げた企業キャリアに関するトピックを振り返り、主専攻領域における
学修計画について説明できる。
③予習（120分）
 授業のノートをもとに復習をする。4つの領域それぞれに領域に関連するキャリアの例
を挙げる。
④復習（120分）
 2年次以降に履修予定の科⽬を挙げ、その理由を挙げる。

関連科⽬ ⾏政リスクガバナンス（RMGT1309S）
 

教科書 必要に応じて各回の授業内容に記載しています。
 

参考書・参考ＵＲＬ
危機管理学部要覧2022の各領域の履修モデル。必要に応じて各回の授業内容に記載していま
す。
 

連絡先・オフィスアワー クラスルームを通じて質問等を受け付けます。  

研究⽐率 災害25％、パブリック25％、グローバル25％、情報25％
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